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neza de entrarem em hũa sua propria naao carreguada de desuayradas riquezas e mercadorias. Ventando boõ vento e guyandoos 
Deos se forom pera a çidade de Constantinopoli(folha v) 
 
¶Começase ho Liuro Primeiro de Marco paulo de Veneza das condiçoões e custumes das 
gentes e das terras e prouincias orientaes. E primeyra mente de como e em que maneyra Dom 
Marco paulode Veneza e Dom Maffeoseu jrmaão se passarom aas partes do oriente. Capitulo. 
primeiro. o tempo que Baldouino Rey guuernaua ho emperio de Con stantinopoli. E esto foy 
no Anno da encarnaçam de nosso sen hor Jhesu christo de Mile du zentos ecinquoenta annos. 
Dous nobres honrados e prudentes jrmaãos.çidadaãos e morado res da muy nobre çidade de 
Veneza poendo por seu acordo no porto da dita çidade de Ve neza de entrarem em hũa sua 
propria naao carreguada de desuayradas riquezas e mercadorias. Ventando boõ vento e 
guyandoos Deos se forom pera a çidade de Constantinopoli (folha v) 
 
翻刻版(1922年，リジュボア，国立図書館(Biblioteca Nacional)所蔵，請求番号 431 V)より 
(翻訳) 東方の人々の諸状況、習俗及びその諸地域，諸国に関するヴェネチア共和国のマルコ・パウロ[ポーロ]の
第 1 巻がここに始まる．まずヴェネチアのマルコ・パウロ[ポーロ]氏及びその弟マテオ氏がどのような状態でまたど
のような方法で東方の各地にたどり着いたかについて語る．第 1 章． 皇帝バルドヴィーノ[ボードゥアン２世(在位：
1228 年～61 年)] が東ローマ帝国コンスタンティノープルを統治していた折．我が主ジェズ(ス)・クリスト降誕暦
1250 年のことであった．まことに高貴なるヴェネチア共和国の市民にして住民である 2 人の兄弟はまことに賢明で
分別があったが，ヴェネチアの港で相談した上で，[以下次頁冒頭数行]大型ナウ船に様々な財宝・商品を積み込
んで，順風を受け，神の御加護と導きによって，コンスタンティノープル市に向かって出帆したのである．（．．．） 
(表紙) 
Marco Paulo． 
¶ Ho liuro de Nycolao Veneto． 
¶ Ho trallado da carta de huu[m] genoues das ditas terras． 
¶ Com priuilegio del Rey nosso senhor. que nenhuu[m] faça a impres- 
sam deste liuro. nem ho venda em todollos seus regnos e senho- 
rios sem licença de Valentim fernandez so pena conteuda na car- 
ta do seu preuilegio.     Ho preço delle.    Cento e dez reaes.   
(翻訳) 
マルコ・パウロ(ポーロ)． 
¶ニコラオ・ヴェネト著作． 
¶上記各地に関する一人のジェノヴァ人の手紙の翻訳． 
¶ 我が国王の授権勅許状(印行許可状)の下，ヴァレンティン・フェルナンデス※の許可なく勅許状にある
罰則を科すことを以って，何人にもすべての王国・領土においてこの刊本を印刷することも，販売するこ
とも認めるものではない．この刊本の販売価格は 110レアルである． 
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※ ヴァレンティン・フェルナンデス(～1519年)はモラヴィア(モラバ，現チェコ共和国)出身で，

15世紀末リジュボアに定住した．「ドイツ人」と綽名され，1503年マヌエル国王からドイツ

向け香辛料取引きの市場公証人(仲買人)の勅命を受け，リジュボア市場におけるドイツ人商

人の公証人にも任命された．一方，文藝庇護王妃レオノール(1458年～1525年)お抱えの印刷

業者として，多くの出版を手がけた(編集，翻訳，執筆)．中でも当時の大航海時代の世相を

反映して勅命で翻訳出版した『東方見聞録』(1502年刊)は有名であり，著書『ヴァレンティ

ン・フェルナンデスのマニュスクリプト(稿本)』は大航海時代の航海(記録)文学の代表作とさ

れる． 

この翻訳は，フランチェスコ・ピピノのラテン語訳本（14世紀）を底本としているが，このラ

テン語訳はヴェネチア方言訳本を原典に節略したもので，異本は最大数の 62 種に及び，中世

欧州で最も広く流布した．国王ジョアン 2世はこのピピノ訳ラテン語写本をローマから取り寄

せ，次代国王マヌエルはこれを王室蔵書に加え，現在国立文書館（王室史料 158番）に所蔵さ

れるが，1502年ヴァレンティン・フェルナンデスに命じて翻訳上梓させた． 

なお上記リジュボア国立図書館刊翻刻版一部は，当時図書館長ジョルジ・コウト氏より県立古

代出雲歴史博物館に寄贈・所蔵されている．石見銀山世界遺産登録記念「特別展示」

(2007.7.14-9.24)において，『東方見聞録』翻訳原本は貸し出され，マルコ・ポーロ好きの日本人

趣味を刺激し，一時期展示閲覧に長蛇の列が出来るほど，静かなブームとなった． 

 
「朝日 21関西スクエア」第 97号掲載(2007) 
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